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兵庫県⾥程元標に⾒る神⼾駅周辺が明治期に中⼼地であった証 
 
①→②→③は⾥程元標の移動を⽰す。 

 
 
 

 
 



「史跡と標⽯で辿る⽇本の測量史」より 
 
兵庫県⾥程元標  
 
地図：神⼾⾸部 
 
ＪＲ神⼾駅北の湊川神社表参道⼊り⼝右側にあります。地上⾼約４メートル、⼀辺３０セン
チメートルの⾓柱です。正⾯は「兵庫縣⾥程元標 神⼾市相⽣橋⻄詰」、左右の側⾯は⼤阪
府、岡⼭県、⿃取県など隣接府県管轄界までの距離、裏⾯には「明治四⼗三年⼆⽉」の刻字
があります。 
 
そばの解説碑によると１９３１（昭和６）国鉄⾼架⼯事のため元位置の相⽣橋から撤去され
１９６０年（昭和３５）元位置から⻄へ１５０メートルの現在地に移設されました。 
（① から②への移動を⾔っています。現在位置は再度移動して③です。） 
 
 
道路元標（Wikipedia） 
 
⾥程元標 
⾥程元標は、明治時代初期の⾥程調査のために定められた道路元標である。1873 年（明治
6 年）12 ⽉ 20 ⽇、明治政府は太政官達第 413 号により各府県ごと⾥程元標を設け陸地の道
程（みちのり）の調査を命じている。これによると、東京の⽇本橋、京都の三条橋の中央を
国内諸街道の起程とし、⼤阪府と各県は府県庁所在地の交通枢要地に⽊標を建てて管内諸
街道の起程とするものとされた。道路元標としての役割を持つものの、元来が⾥程標である
ため、⾥程元標の位置から主要地点までの距離が尺貫法における⾥・町・間の単位で⽰され
ていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 


